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新
年
度
を
迎
え
、
会
員
の

皆
様
に
一
言
ご
挨
拶
申
し
上

げ
ま
す
。

前
期
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
当
協
会
の
ハ
イ
ラ
イ
ト

は
な
ん
と
言
っ
て
も
第
一
回

写
真
展
で
は
な
か
っ
た
か
と

思
い
ま
す
。
皆
様
方
の
ご
協

力
に
よ
り
無
事
終
了
し
、
当

協
会
の
存
在
を
充
分
ア
ピ
ー

ル
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

ご
来
場
者
数
も
ま
れ
に
見
る

多
数
の
方
を
お
迎
え
す
る
事

が
出
来
、
「
本
当
に
楽
し
い

写
真
展
で
し
た
」
・
「
私
も

会
に
入
り
た
い
」
等
反
響
も

様
々
で
し
た
。

ま
た
、
写
真
展
と
言
え

ば
、
当
協
会
々
員
の
菊
田
さ

ん
が
北
海
道
の
丹
頂
鶴
を
モ

チ
ー
フ
に
し
た
「
北
・
彩
・

詩
」
を
発
表
し
、
ご
来
場
者

に
深
い
感
銘
を
与
え
ま
し

た
。
こ
れ
も
当
協
会
の
レ
ベ

ル
の
高
さ
を
知
ら
し
め
た
の

で
は
な
い
か
と
感
謝
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
そ
こ
で
次
の
写
真

展
は
誰
か
な
？
と
言
う
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
会
員
皆
様

方
が
〝
よ
ー
し
”
と
言
う
気

力
、
体
力
を
も
っ
て
個
展
に

向
け
、
作
品
作
り
に
挑
戦
し

て
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う

か
。
ひ
と
つ
の
目
標
に
向
か

っ
て
努
力
す
る
こ
と
は
、
な

ん
と
素
晴
し
い
事
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
と
思
い
ま
す
。

間
も
な
く
美
し
い
日
本
に
花

の
季
節
が
ま
い
り
ま
す
。
会

員
の
皆
様
、
傑
作
を
目
指
し

外
に
飛
び
出
し
ま
し
ょ
う
。

東北風景写真家協会会員向け

会報「東風季報」第３号です。

当会報は会の行事、活動計画、

各種のお知らせ、撮影適所、撮

影テクニックなどの記事を掲載

しております。

東
北
風
景
写
真
家
協

会
も
3
年
目
に
入
り
、

本
格
的
な
活
動
に
入
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
二
年
目
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
第
1
回

の
写
真
展
を
開
催
出

来
、
大
き
な
反
響
が
あ

り
存
在
感
を
Ｐ
Ｒ
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

事
務
局
及
び
幹
事
さ
ん

の
大
変
な
献
身
的
努
力

と
ご
苦
労
の
賜
物
と
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

又
太
平
洋
写
真
学
校

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
広

告
を
出
し
た
こ
と
に
よ

り
、
全
国
に
宣
伝
す
る

こ
と
も
出
来
ま
し
た
。

会
員
が
増
え
る
に
し

た
が
っ
て
運
営
も
難
し

く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
風
景
写
真
愛
好
家

の
底
辺
の
拡
大
に
よ

り
、
美
し
い
日
本
の
風

景
を
記
録
し
て
後
世
に

残
す
機
会
も
増
え
る
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま

す
。今

年
も
協
賛
の
撮
影

ツ
ア
ー
開
催
に
よ
り
会

員
各
位
の
撮
影
の
機
会

を
多
く
す
る
こ
と
、
基

本
的
な
撮
影
技
術
の
向

上
を
目
的
に
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催
を
行
い
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
ご
健

勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
し

て
年
度
初
め
の
ご
挨
拶

と
致
し
ま
す
。

二
・
「
エ
ド
ヒ
ガ
ン
」

「
紅
枝
垂
れ
」
「
山
桜
」

色
が
濃
い
の
で
比
較
的
撮

り
易
い
、
Ｐ
Ｌ
フ
ィ
ル
タ

ー
を
使
い
余
分
な
反
射
を

抑
え
て
、
色
を
調
整
す

る
。

花
の
撮
影

一
・
ク
ロ
ー
ス
ア
ッ

プ
、
花
つ
き
、
形
を
選
び

背
景
を
大
き
く
「
ボ
カ
」

す
、
被
写
界
深
度
の
活

用
、
背
景
の
色
に
も
留
意

す
る
。
柔
ら
か
く
表
現
す

る
に
は
、
プ
ラ
ス
〇
・
五

〜
一
・
〇

の
補
正
を
す
る
。

二
・
枝
付
き
の
花
、
枝

の
形
、
花
付
き
に
注
意

し
、
リ
ズ
ム
感
を
だ
す

三
・
光
線
を
選
ぶ
、
反

逆
光
に
よ
り
立
体
感
と
奥

行
き
を
だ
す
。

風
景
と
し
て
の
撮
影

一
・
樹
形
及
び
、
背
景

を
選
び
周
囲
の
雰
囲
気
に

合
っ
た
樹
、
樹
群
を
選
ぶ

二
・
周
囲
の
他
の
花
、

池
、
川
等
と
上
手
に
組
み

合
わ
せ
る
。

三
・
作
品
と
し
て
纏
め

る
に
は
、
雨
、
霧
、
散
り

花
等
も
活
用
す
る
。

四
・
露
出
補
正
、
メ
リ

ハ
リ
を
付
け
る
に
は
、
マ

イ
ナ
ス
〇
・
五
程
度
を
基

準
と
す
る
。

記
録
と
し
て
の
撮
影

一
・
基
本
的
に
は
晴
天

を
選
び
綺
麗
に
、
説
明
的

に
写
す
。

二
・
作
品
的
な
撮
り
方

を
捨
て
る
。

「
春
」
万
物
が
目
覚
め

生
き
生
き
と
華
や
ぐ
季
節

で
も
あ
り
ま
す
。
冬
の
寒

さ
と
戦
い
な
が
ら
頑
張
っ

て
き
た
カ
メ
ラ
マ
ン
に
と

っ
て
も
、
活
動
し
や
す
い

絶
好
な
季
節
と
な
り
ま
し

す
。
春
の
代
表
的
な
花
で

あ
り
、
日
本
人
の
心
の
故

郷
で
あ
る
「
さ
く
ら
」
の

撮
影
に
つ
い
て
基
本
を
も

う
一
度
考
え
て
見
ま
し
ょ

う
。ま

ず
撮
影
目
的
を
は
っ

き
り
さ
せ
ま
す
。
「
花
と

し
て
撮
る
か
」
、
「
風
景

と
し
て
撮
る
か
」
、
「
作

品
と
し
て
撮
る
の
か
」
、

「
記
録
と
し
て
写
す
の

か
」
、
に
よ
り
考
え
方
、

撮
影
方
法
も
変
わ
っ
て
き

ま
す
。
基
本
的
に
美
し
い

も
の
は
美
し
く
が
原
則
で

す
が
、
作
品
と
す
る
場
合

に
は
感
性
を
最
大
限
に
出

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

撮
影
の
基
本

さ
く
ら
に
は
数
多
く
の

種
類
が
あ
り
ま
す
。
品
種

に
よ
り
撮
影
法
も
変
わ
り

ま
す
。

一
・
「
染
井
吉
野
」
人

工
種
で
身
近
に
多
い
が
、

色
が
薄
く
一
番
撮
り
難
い

品
種
で
す
。
光
を
読
み
、

半
逆
光
を
選
び
白
飛
び
を

防
ぐ
、
ス
カ
イ
ラ
イ
ト
フ

ィ
ル
タ
ー
で
色
を
補
う
、

色
フ
ィ
ル
タ
ー
は
濁
り
が

出
る
の
で
不
可
。

第
一
回
東
北
風
景
写
真
家
協
会

写
真
展
「
美
し
い
日
本
」
で
の
展
示
作
品
の
撮
影
内
容
を

松
本
幹
事
さ
ん
が
集
計
し
、
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
参
考
ま
で
に
ご
覧
下
さ
い

１．県別撮影地
福島 15点 宮城 11点 山形 9点

静岡 3点 長野 ３点 岩手 2点

群馬 1点 新潟 1点 北海道 1点

２．撮影季節
夏 23点 秋17点 春 7点 冬 5点

不明 2点

３．撮影時間
日中 33点 朝方 14点 夕方 8点

４．使用レンズ
望遠系33点 広角系11点 標準10点

５．撮影場所（重複あり）
湖沼14点 山岳、山地14点 滝8点

池4点 公園内4点 湿地2点 海2点

平地、市街地2点

６．撮影対象物（重複あり）
水面、水鏡16点 朝焼け9点 花9点

緑、樹9点 滝8点 水の流れ7点

光、光線4点 里山、山岳5点

紅（黄）葉5点 雲、もや5点

氷、雪4点 夕焼け4点 新緑若葉3点

太陽2点 空2点 虹1点 鳥1点

７．写真の印象色（重複あり）
深い緑14点 緑11点 深紅、赤10点

白8点 黄土色、黄色系6点 灰色4点

青色3点 桃色3点 黒1点

第1回目の写真展ということで不断の行

動、好みの写真が素直に表現されました。

結果として県別撮影地では「うつくしま福

島」の通り福島県の写真が多く、撮影場所

は水辺に関わるところが圧倒的で、撮影時

期も初夏が多い傾向、色彩も緑系が全体の

4割以上を占めるものとなり、タイトルの

通り「美しい日本」の象徴を素直に示すも

のとなりました。 （松本 隆幹事）

以上の様な分析結果をご報告頂きました。

次回の写真展でも是非、「美しい日本」を

素直に写した作品を沢山ご用意下さい

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
富
士

撮
影
ツ
ア
ー
報
告

二
月
六
〜
八
日
の
日

程
で
東
北
風
景
写
真
家

協
会
企
画
の
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
富
士
撮
影
ツ
ア
ー

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

初
日
は
雪
が
舞
う
天
候

で
し
た
が
、
翌
日
か
ら

は
好
天
に
恵
ま
れ
、
新

雪
を
被
っ
た
優
美
な
富

士
山
を
撮
影
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
竹
内

顧
問
の
お
話
で
は
一
〇

年
に
一
度
有
る
か
無
い

か
の
綺
麗
な
富
士
山
と

の
こ
と
で
し
た
。
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
富
士
を
は
じ

め
綺
麗
な
作
品
を
東
北

カ
ラ
ー
デ
ュ
ー
プ
さ
ん

の
店
内
に
展
示
し
ま
す

の
で
是
非
ご
覧
に
お
出

掛
け
下
さ
い
。

次
回
の
東
北
風
景
写

真
家
協
会
協
賛
の
撮
影

ツ
ア
ー
は
六
月
九
日
〜

十
一
日
迄
の
二
泊
三
日

で
綺
麗
な
海
と
美
し
い

風
景
が
ふ
ん
だ
ん
に
あ

る
「
佐
渡
」
に
参
り
ま

す
。
日
本
海
に
沈
む
夕

日
撮
影
や
小
木
の
た
ら

い
舟
、
宿
根
木
の
街
並

み
、
美
味
し
い
海
の
幸

等
楽
し
さ
一
杯
で
す
。

是
非
共
、
ご
参
加
下
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

花との組合せ・メリハリ 半逆光・枝の形・リズム感



月
山
は
豪
雪
と
山
岳
信
仰

で
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
今

回
は
山
麓
の
志
津
付
近
の
新

緑
風
景
を
紹
介
し
ま
す
。

五
月
に
入
る
と
ブ
ナ
林
は

冬
の
名
残
と
新
緑
が
同
居

し
、
淡
彩
色
の
風
景
が
日
ご

と
に
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
増
し

て
き
ま
す
。
月
山
を
背
景
に

芽
吹
い
た
ば
か
り
の
若
葉
と

地
蔵
沼
、
快
晴
な
ら
新
緑
と

青
空
、
曇
の
日
に
は
ブ
ナ
の

樹
肌
と
根
開
き
、
さ
ら
に
霧

雨
な
ら
最
良
の
条
件
と
な

り
、
根
元
の
雪
面
か
ら
霞
が

湧
い
て
幽
玄
の
世
界
と
な

る
。
こ
の
時
期
に
は
雪
も
固

ま
り
、
長
靴
で
ブ
ナ
の
森
を

自
由
に
歩
け
る
の
も
被
写
体

探
し
に
好
都
合
で
す
。
皆
さ

ん
の
感
性
で
、
レ
ン
ズ
を
通

し
て
森
の
息
吹
を
表
現
し
て

く
だ
さ
い
。

月
山
山
麓
に
は
山
形
自
動

車
道
を
月
山
Ｉ
Ｃ
で
お
り
、

一
旦
月
山
湖
の
上
方
を
渡
り

志
津
方
面
の
登
り
道
に
入
り

ま
す
。
志
津
の
五
色
沼
、
地

蔵
沼
か
ら
望
む
残
雪
の
山
々

も
カ
メ
ラ
に
収
め
た
い
も
の

で
す
。
志
津
を
過
ぎ
る
と
左

手
に
山
形
県
立
自
然
博
物
園

が
あ
り
ま
す
。
ネ
イ
チ
ュ
ア

セ
ン
タ
ー
に
は
展
示
や
案
内

の
資
料
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ

教
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き

ま

す

（

五

月

よ

り

開

館
）
。
ま
た
、
無
料
で
園
内

ブ
ナ
林
の
案
内
を
し
て
下
さ

る
の
で
（
午
前
九
時
三
〇
分

お
よ
び
午
後
一
時
三
〇
分
よ

り
）
、
初
め
て
の
方
に
は
利

用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
例

え
ば
午
前
中
に
ガ
イ
ド
ツ
ア

ー
に
参
加
し
、
午
後
は
自
分

の
気
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
写

す
の
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

撮
影
コ
ー
ス
の
一
例
を
参

考
に
示
し
ま
す
。
ネ
イ
チ
ュ

ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
歩
い
て
約

二
〇
分
の
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
広

場
で
撮
影
し
、
こ
こ
か
ら
登

る
こ
と
約
二
〇
分
の
と
こ
ろ

で
ブ
ナ
の
根
開
き
や
木
立
な

ど
を
写
し
ま
す
。
こ
の
あ
た

り
は
大
木
を
残
す
原
生
林
の

た
た
ず
ま
い
で
す
。
さ
ら
に

東
に
移
動
す
る
と
周
海
沼
に

出
ま
す
。
そ
の
年
の
積
雪
や

凍
結
の
状
況
に
よ
り
、
氷
の

融
け
方
も
異
な
り
神
秘
的
な

様
相
を
呈
し
ま
す
。
こ
の
付

近
を
撮
影
し
な
が
ら
ネ
イ
チ

ュ
ア
セ
ン
タ
ー
に
戻
る
約
半

日
の
フ
ォ
ト
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
で
す
。
こ
の
あ
た
り

は
一
ｍ
以
上
の
雪
に
お
お
わ

れ
標
識
は
な
い
の
で
、
霧
が

か
か
っ
た
と
き
な
ど
い
つ
で

も
戻
れ
る
よ
う
に
注
意
が
必

要
で
す
。

な
お
、
四
月
一

〇
日
ご
ろ
か
ら
月

山
の
夏
ス
キ
ー
が

始
ま
り
、
マ
イ
カ

ー
も
姥
沢
駐
車
場

ま
で
入
れ
ま
す
の

で
、
こ
の
付
近
で

の
撮
影
に
も
便
利

に
な
り
ま
す
。

（
齊
院

登
）

今
や
花
写
真
の
メ
ッ
カ
と
な

っ
た
感
の
あ
る
花
見
山
は
、

四
十
余
年
前
に
、
花
木
栽
培

農
家
が
農
園
を
一
般
公
開
し

た
の
に
始
ま
る
。

花
の
会
を
主
宰
す
る
写
真

家
秋
山
庄
太
郎
氏
に
「
福
島

に
桃
源
郷
あ
り
」
と
賞
賛
さ

れ
、
花
愛
好
家
、
写
真
愛
好

家
に
全
国
的
な
花
の
名
所
と

し
て
知
ら
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
個
人
の
好
意
に
よ

り
無
料
で
皆
さ
ん
を
受
け
入

れ
て
下
さ
る
こ
と
に
感
謝
し

て
、
百
花
繚
乱
の
花
の
里
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

さ
て
、
花
見
山
は
福
島
駅

の
南
東
四
ｋ
ｍ
程
の
山
間

で
、
春
に
は
山
全
体
が
色
と

り
ど
り
の
花
に
覆
わ
れ
、
桜

や
桃
、
レ
ン
ギ
ョ
ウ
、
ボ

ケ
、
サ
ン
シ
ュ
ユ
、
モ
ク
レ

ン

な
ど

が
咲
き

競

う
。
花
見
山
は
、
周

囲
の
花
木
栽
培
地
も

一
体
と
な
っ
て
桃
源

郷
を
な
し
て
い
る
。

そ
の
多
く
は
斜
面
で

あ
る
の
で
そ
れ
を
利

用
し
た
フ
レ
ー
ミ
ン

グ
が
で
き
る
だ
ろ
う
し
、
天

気
が
よ
け
れ
ば
遠
く
残
雪
輝

く
吾
妻
連
邦
も
望
ま
れ
る
。

花
見
山
が
に
ぎ
わ
う
の
は

や
は
り
桜
の
季
節
で
あ
る
。

こ
の
期
間
は
花
見
山
へ
の
マ

イ
カ
ー
の
乗
り
入
れ
は
規
制

さ
れ
、
約
四
ｋ
ｍ

離
れ
た
阿

武
隈
川
沿
い
の
臨
時
駐
車
場

か
ら
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
（
有

料
）
を
利
用
す
る
。

電
車
や
高
速
バ
ス
利
用
の

方
は
、
Ｊ
Ｒ
福
島
駅
東
口
か

ら
出
る
観
光
バ
ス
「
花
見
山

号
」
が
便
利
で
あ
り
、
花
見

山
直
通
に
加
え
て
市
内
遊
覧

も
可
能
で
あ
る
。
ま
た
タ
ク

シ
ー
を
利
用
す
れ
ば
花
見
山

の
近
く
ま
で
短
時
間
（
一
五

分
ほ
ど
）
で
行
く
こ
と
が
で

き
好
都
合
で
あ
る
。

な
お
、
福
島
は
果
物
王
国

で
あ
り
、
四
月
末
に
は
桃
な

ど
の
花
の
回
廊
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
は
、

ユ
ニ
ー
ク
な
花
の
写
真
館
を

訪
ね
れ
ば
印
象
も
深
ま
る
で

あ
ろ
う
。
（
秋
葉

健
一
）
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前
回
は
、
写
真
を
注
文

す
る
店
を
選
び
ま
し
ょ

う
。
と
い
う
話
を
し
ま
し

た
。
実
際
、
注
文
を
す
る

時
い
ろ
い
ろ
、
相
手
の
都

合
も
あ
る
の
で
す
。
そ
こ

で
、
今
回
は
「
写
真
っ

て
、
店
に
よ
っ
て
違
う
の

？
」
と
い
う
素
朴
な
質
問

に
迫
り
ま
す
。

自
分
で
プ
リ
ン
ト
す
る

一
部
の
人
は
別
に
し
て
、

ほ
と
ん
ど
の
人
は
「
プ
リ

ン
ト
」
を
お
店
に
頼
ん
で

い
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ

で
、
お
店
の
人
は
「
親
身

に
な
っ
て
」
あ
な
た
の
写

真
を
仕
上
げ
て
く
れ
ま

す
。
と
、
思
い
た
い
で

す
。
で
も
、
お
店
の
規
模

や
方
針
に
よ
っ
て
仕
上
げ

方
も
違
い
ま
す
。

ま
ず
、
写
真
を
プ
リ
ン

ト
す
る
「
機
械
（
通
称
・

ミ
ニ
ラ
ボ
）
」
に
よ
っ
て

仕
上
が
り
に
違
い
が
あ
り

ま
す
。
ミ
ニ
ラ
ボ
の
タ
イ

プ
に
は
大
き
く
分
け
て
次

の
二
通
り
が
あ
り
ま
す
。

①
ア
ナ
ロ
グ
ミ
ニ
ラ
ボ

（
主
に
ネ
ガ
フ
ィ
ル
ム
専

用
プ
リ
ン
タ
ー
）

②
デ
ジ
タ
ル
ミ
ニ
ラ
ボ

（
ネ
ガ
、
リ
バ
ー
サ
ル
、

デ
ジ
カ
メ
、
Ｃ
Ｄ
Ｒ
な
ど

か
ら
プ
リ
ン
ト
可
能
）

現
在
大
き
な
写
真
店
は
ほ

と
ん
ど
、
②
の
ミ
ニ
ラ
ボ

で
す
。
街
の
写
真
店
も
半

数
以
上
は
こ
の
タ
イ
プ
に

切
り
替
わ
っ
て
い
ま
す
。

ア
ナ
ロ
グ
ミ
ニ
ラ
ボ
は
、

フ
ィ
ル
ム
を
透
過
し
た
光

を
印
画
紙
に
露
光
し
て
プ

リ
ン
ト
を
作
り
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
ミ
ニ
ラ
ボ
は
、

フ
ィ
ル
ム
を
ラ
イ
ン
Ｃ
Ｃ

Ｄ
で
ス
キ
ャ
ン
し
て
、
そ

の
デ
ー
タ
を
レ
ー
ザ
ー
露

光
装
置
で
、
印
画
紙
に
焼

き
ま
す
。
仕
上
が
り
に
違

い
が
あ
り
ま
す
。

ア
ナ
ロ
グ
ミ
ニ
ラ
ボ
で
良

い
プ
リ
ン
ト
を
作
る
に

は
、
「
職
人
技
」
が
要
求

さ
れ
ま
す
。
微
妙
な
色
や

濃
度
の
修
正
に
「
塩
梅

（
あ
ん
ば
い
）
」
的
、
匙

加
減
も
時
に
は
有
効
で

す
。
デ
ジ
タ
ル
ミ
ニ
ラ
ボ

は
、
細
か
な
補
正
ま
で
忠

実
に
実
行
し
ま
す
。
デ
ー

タ
が
保
存
さ
れ
、
修
正
が

簡
単
で
す
。
今
日
入
っ
た

パ
ー
ト
さ
ん
で
も
ち
ょ
っ

と
の
訓
練
で
使
え
ま
す
。

デ
ジ
カ
メ
か
ら
も
Ｏ
Ｋ
で

す
。
で
も
、
作
品
創
り
に

は
ど
ち
ら
の
ミ
ニ
ラ
ボ
で

も
「
写
真
」
を
良
く
知
っ

て
い
る
「
職
人
さ
ん
」
の

技
が
必
要
で
す
。
職
人
技

を
駆
使
す
れ
ば
、
遜
色
な

い
プ
リ
ン
ト
に
仕
上
が
り

ま
す
。

自
分
の
行
っ
て
い
る
店
の

「
ミ
ニ
ラ
ボ
」
と
「
職
人

技
」
を
熟
知
し
ま
し
ょ

う
。
（
丸
山
慎
一
）

毎
年
四
月
に
な
れ
ば
東
北
地
方
に
も

桜
の
季
節
が
き
て
写
真
撮
影
の
本
格

的
な
稼
動
開
始
と
な
る
。
東
北
は
全

国
に
も
名
だ
た
る
桜
王
国
で
あ
り
、

な
か
で
も
弘
前
の
桜
は
全
国
一
で
あ

ろ
う
。
城
址
公
園
の
桜
は
他
に
も
会

津
若
松
、
米
沢
、
上
山
、
山
形
、
横

手
、
盛
岡
、
三
戸
な
ど
す
ば
ら
し
い

春
の
景
観
と
な
る
。
一
本
桜
で
は
福

島
の
三
春
、
田
村
、
岩
代
、
会
津
、

山
形
の
置
賜
、
小
国
の
樽
口
峠
、
西

蔵
王
、
岩
手
の
小
岩
井
、
盛
岡
な

ど
。
ま
た
桜
の
名
所
も
、
宮
城
の
柴

田
、
田
尻
の
加
護
坊
山
、
岩
手
の
北

上
、
秋
田
の
角
館
、
大
館
、
ま
た
夜

桜
が
き
れ
い
な
福
島
富
岡
な
ど
思
い

起
こ
す
だ
け
で
も
見
所
は
多
い
。

な
ぜ
こ
ん
な
に
も
東
北
に
は
桜
の

名
所
が
多
い
の
で
し
ょ
う
。
み
ち
の

く
の
春
は
梅
や
桜
な
ど
の
花
が
い
っ

せ
い
に
咲
き
、
厳
し
い
冬
の
寒
さ
か

ら
解
放
さ
れ
、
喜
び
を
心
待
ち
す
る

風
土
が
桜
を
愛
で
る
か
ら
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

東
北
地
方
で
一
番
早
く
桜
が
咲
く

の
は
い
わ
き
地
方
、
そ
し
て
福
島
、

仙
台
、
山
形
と
続
く
。
そ
こ
か
ら
北

へ
北
へ
と
進
む
。
会
津
の
奥
、
山
形

小
国
、
小
岩
井
、
弘
前
は
五
月
を
迎

え
て
か
ら
の
見
頃
と
な
る
の
で
、
津

軽
を
経
て
下
北
に
至
る
ま
で
ゆ
う
に

一
ヶ
月
掛
け
て
み
ち
の
く
の
桜
を
楽

し
め
る
。

仙
台
の
後
一
週
間
過
ぎ
三
春
周
辺

で
は
滝
桜
を
始
め
多
く
の
一
本
桜
が

見
頃
を
迎
え
る
。
以
前
三
春
周
辺
を

回
っ
て
仙
台
に
帰
っ
て
か
ら
三
春
の

町
長
に
、
三
春
の
愛
姫
が
伊
達
正
宗

に
嫁
い
だ
の
に
仙
台
に
は
三
春
の
桜

が
な
い
の
は
残
念
だ
と
書
い
て

送
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
手

紙
が
功
を
奏
し
た
の
か
数
年
し

て
三
春
の
方
々
が
仙
台
に
来
ら

れ
、
式
典
を
行
い
な
が
ら
西
公

園
に
植
樹
さ
れ
た
記
事
を
新
聞

で
読
ん
だ
時
は
喜
ん
だ
。

東
北
の
出
向
き
た
い
桜
を
絞
り

な
が
ら
、
地
元
の
新
聞
を
買
う

と
詳
し
い
花
だ
よ
り
が
載
っ
て

い
る
の
で
、
そ
れ
を
参
考
に
し

な
が
ら
東
北
の
桜
を
毎
年
時
間

を
掛
け
て
じ
っ
く
り
と
探
っ
て

み
た
い
も
の
で
す
。

(

松
本

隆
）

桜
の
季
節

東
北
を
愛
で
る

編
集
後
記

残雪と新緑

月山 志津

写
真･

･
･

こ
ん
な
話
、
あ
ん
な
話

２
話

写
真
っ
て
、

店
に
よ
っ
て
違
う
の
？

撮
影
地
情
報

花

見

山
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も
う
直
春
で
す
ね
！

東
風
季
報
の
今
月
号
は

春
特
集
で
竹
内
顧
問
の

「
春
を
写
す
さ
く
ら
の

撮
影
」
か
ら
始
ま
り
、

山
形
の
斉
院
さ
ん
に
は

残
雪
と
新
緑
の
月
山
を

秋
葉
編
集
長
さ
ん
に
は

福
島
の
花
見
山
を
松
本

幹
事
さ
ん
に
は
東
北
の

さ
く
ら
の
名
所
を
ご
投

稿

い

た

だ

き

ま

し

た
。
又
、
丸
山
幹
事

長
さ
ん
に
は
先
月
に

続
き
写
真
に
関
す
る

お
話
を
頂
い
て
い
ま

す
。
皆
さ
ん
の
お
役

に
立
て
れ
ば
幸
い
で

す
。
こ
の
会
報
も
会

員
さ
ん
の
ご
協
力
が

有
っ
て
成
り
立
っ
て

い
ま
す
。
今
後
も
ド

シ
ド
シ
ご
投
稿
を
お

願
い
し
ま
す
。
進
藤


